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「
働
き
方
」の
み
な
ら
ず	

「
休
み
方
」に
も
着
目

　

東
京
都
の
人
口
は
約
１
４
０
０
万
人
。

職
員
数
は
、
知
事
部
局（
知
事
が
任
命
権

者
で
あ
る
行
政
職
）の
正
規
職
員
だ
け
で

約
２
万
人
を
擁
す
る
。
労
働
安
全
衛
生
管

理
に
お
い
て
は
、
全
庁
、
知
事
部
局
、
事

業
所
の
３
つ
に
区
分
し
、
区
分
ご
と
に
法

令
に
則
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
規
模
が

大
き
い
が
ゆ
え
に
安
全
・
衛
生
委
員
会
も

建
物
単
位
の
設
置
に
加
え
、
局
単
位
で
も

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
運
営
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　
安
全
配
慮
義
務
に
関
し
て
は
、
職
場
に

お
け
る
職
員
の
安
全
と
健
康
を
確
保
し
た

う
え
で
、
職
員
の
自
己
管
理
に
加
え
、
都

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
安
全
衛
生
管
理

事
業
の
推
進
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
①
安
全
衛
生
管
理
、
②
健
康

管
理
、
③
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
障
害

防
止
の
対
応
、
④
健
康
の
保
持
・
増
進
対

策
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
取

り
上
げ
る
課
題
は
、
③
長
時
間
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
の
対
応
で
あ
る
。

　
「
そ
の
た
め
に
は
、超
過
勤
務（
以
下「
超

勤
」と
い
う
）縮
減
の
取
り
組
み
が
必
要
で

す
」と
語
る
の
は
、
総
務
局
人
事
部
職
員

支
援
課
長（
女
性
活
躍
推
進
担
当
課
長
兼

務
）の
太
田
喜
子
さ
ん
だ
。

　
「
超
勤
の
縮
減
に
は
従
来
か
ら
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
28
年

度
の
現
知
事
就
任
以
降
、
取
り
組
み
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
し
た
」。

　

ま
ず
、
平
成
28
年
10
月
か
ら「
20
時
完

全
退
庁
」の
取
り
組
み
を
開
始
。
こ
れ
は
、

本
庁
職
場
に
お
い
て
、
毎
日
遅
く
と
も
20

時
ま
で
に
は
完
全
退
庁
す
る
こ
と
を
め
ざ

す
取
り
組
み
だ
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み

を
よ
り
徹
底
す
る
た
め
、
毎
月
各
１
回
ず

つ
全
庁
お
よ
び
各
職
場
で
の
20
時
完
全
消

灯
日
を
設
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い

て
、
各
部
署
で
取
り
組
み
を
随
時
見
直
し

つ
つ
超
勤
縮
減
を
め
ざ
す「
残
業
削
減
マ

ラ
ソ
ン
」も
実
施
。
局
ご
と
に
目
標
を
設

定
し
、
早
く
帰
る
こ
と
を
競
い
、
努
力
や

結
果
を
互
い
に
褒
め
合
う
職
場
風
土
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
退
庁
時
間
の
見
え
る
化
や
効

率
的
な
業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
図
る
取
り

組
み
と
し
て
、
職
員
が
自
分
の
帰
る
時
間

を
机
上
に
掲
示
す
る「
都
庁
Ｋ
Ａ
・
Ｅ
・

Ｒ
Ｕ
タ
グ
運
動
」も
実
施
し
た
。

　
「
た
だ
、
取
り
組
み
開
始
か
ら
１
年
が

経
過
し
て
も
、
特
に
本
庁
で
は
長
時
間
の

超
勤
が
行
わ
れ
て
い
る
職
場
が
存
在
し
て

い
る
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
健
康
保
持

や
総
労
働
時
間
を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
、

『
休
み
方
』に
も
着
目
し
た
取
り
組
み
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」（
太
田

さ
ん
）。

「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」と	

「
連
続
勤
務
の
禁
止
」を
実
施

　

そ
の
一
環
と
し
て
試
行
さ
れ
た
の
が
、

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
導
入
で
あ
る
。

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
と
は
、
終
業
時
刻

か
ら
次
の
始
業
時
刻
の
間
に
イ
ン
タ
ー
バ

ル
を
確
保
す
る
と
い
う
制
度
だ
。
都
の
場

合
は
、
８
～
11
時
間（
原
則
11
時
間
）を
確

保
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
対
象
は
、
本

庁
職
場
の
う
ち
時
差
勤
務
を
導
入
し
て
い

る
職
場
。
平
成
29
年
10
月
16
日
か
ら
翌
年

３
月
31
日
ま
で
試
行
さ
れ
、
そ
の
後
の
１

年
間
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
実
施
。

平
成
31
年
４
月
１
日
に
本
格
実
施
と
な
っ

た
。

　
同
時
に
、「
連
続
勤
務
の
禁
止
」も
実
施
。

こ
れ
は
、
７
日
以
上
の
連
続
勤
務
を
原
則

禁
止
す
る
も
の
。
つ
ま
り
、
繁
忙
期
で

超
過
勤
務
の
縮
減
に
向
け
て

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
を
導
入

「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
30
年
７
月

６
日
公
布
）に
よ
っ
て
、
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法（
労
働
時
間

等
設
定
改
善
法
）が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」制
度
導
入
が

企
業
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
。
令
和
5
年
3
月
、
人
事
院
の
研
究
会
で
は
本
格
導
入
を
提

言
。
職
員
が
疲
労
を
回
復
で
き
る
よ
う
十
分
な
睡
眠
時
間
・
生
活
時
間
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
大
切
な
安
全
配
慮
だ
と
言
え
る
。
超
過
勤
務
縮
減
に
徹
底
し
て
取
り
組
み
、
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
な
ど
各
種
施
策
を
導
入
し
て
い
る
東
京
都
に
話
を
聞
い
た
。

東
京
都

事
例
─
●❶

総務局人事部職員支援課長（女性活躍推進担
当課長兼務）の太田喜子さん
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あ
っ
て
も
、
土
曜
日
・
日
曜
日
の
連
続
勤

務
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
「
職
員
か
ら
は
、『
効
率
的
な
業
務
執
行

へ
の
意
識
が
向
上
し
た
こ
と
で
、
長
時
間

労
働
の
抑
制
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
思

う
』な
ど
の
声
を
得
て
い
ま
す
。
所
属
ご

と
に
業
務
の
内
容
・
状
況
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
一
定
程
度
の
効
果

は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
太
田
さ
ん
）。

　
各
所
属
へ
の
周
知
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

た
と
え
ば
、
管
理
職
等
を
対
象
と
し
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
職
員
向
け
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
な
ど
だ
。

　
太
田
さ
ん
に
よ
る
と
、「
超
勤
縮
減
は
、

管
理
職
等
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
取
り
組

み
を
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」と
の

こ
と
だ
。

進
捗
管
理
や
業
務
分
担
等
の	

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要

　
も
っ
と
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
等
、
超
勤
縮
減
の
阻
害
要

因
も
生
じ
た
。

　
「
緊
急
対
応
に
追
わ
れ
、
超
勤
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
」と
太

田
さ
ん
。
対
策
と
し
て
は「
業
務
の
優
先

順
位
づ
け
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
」と
い
う
。

　
優
先
順
位
の
つ
け
方
は
局
に
よ
っ
て
異

な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
部
局
に
よ
っ

て
業
務
内
容
・
状
況
が
大
き
く
違
う
か
ら

だ
。
そ
の
う
え
で
、「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
帰
れ
る
人

は
帰
る
」こ
と
が
有
効
な
超
勤
対
策
と
な

る
。

　
今
後
に
向
け
て
の
課
題
も
あ
る
。
最
も

悩
ま
し
い
の
は
、
実
行
性
の
担
保
だ
と
い

う
。

　
「
超
勤
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
職
員

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
超
勤
を
す

る
か
と
い
う
と
、
業
務
が
目
の
前
に
存
在

し
、
超
勤
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
た
め
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
職
員
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
に
は
、
業
務
の
適
切

な
進
捗
管
理
や
業
務
分
担
の
見
直
し
等
の

管
理
・
監
督
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要

と
な
り
ま
す
」（
太
田
さ
ん
）。

安
全
配
慮
義
務
履
行
の
た
め	

働
き
方
改
革
が
必
要

　
ま
た
、
働
き
方
の
多
様
化
へ
の
対
応
も
、

今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
鍵
を

握
る
の
が
、
時
差
勤
務
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
、
テ
レ
ワ
ー
ク
だ
。

　

時
差
勤
務
は
、
育
児
・
介
護
な
ど
と

仕
事
と
の
両
立
を
図
り
や
す
く
す
る
た

め
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
午
前
７
時
始

業
か
ら
午
前
11
時
始
業
ま
で
30
分
ご
と
に

９
つ
の
勤
務
時
間
帯
を
設
定
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
現
在
は
、
時
差
勤
務
を
導
入

し
て
い
る
職
場
の
全
職
員
が
、
日
を
単
位

と
し
た
時
差
勤
務
の
振
り
分
け
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
は
平
成
30
年
４

月
か
ら
本
庁
職
場
で
実
施
し
、
令
和
３
年

４
月
か
ら
出
先
事
業
所
を
含
む
時
差
勤
務

を
導
入
し
て
い
る
職
場
の
全
職
員
に
対
象

を
拡
大
し
て
い
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、「
地
方
公
共
団
体
の

中
で
は
進
ん
で
い
る
の
で
は
」（
太
田
さ

ん
）と
の
こ
と
。
令
和
５
年
２
月
の
テ
レ

ワ
ー
ク
実
施
率
は
約
52
％
に
上
っ
て
い
る
。

　
「
職
員
の
働
き
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
柔

軟
で
多
様
な
働
き
方
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
超
勤
縮
減
の
さ
ら
な
る
徹
底
に
努
め
、

安
全
配
慮
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
」（
太
田
さ
ん
）。

　
こ
う
し
た
東
京
都
で
の
好
事
例
が
今
後

ど
の
よ
う
に
全
国
へ
波
及
し
て
い
く
の
か
。

各
団
体
の
取
り
組
み
に
も
引
き
続
き
注
視

し
て
い
き
た
い
。

「勤務間インターバル」等の概要

（１）	趣　旨
職員の健康保持や総労働時間抑制の観点か
ら、勤務間インターバル及び連続勤務の禁止
の取組を各所属長の努力義務として実施

（２）	対象職場
知事部局等の本庁職場のうち、時差勤務を導
入している職場

（３）	内　容
〇勤務間インターバル
勤務の終了時刻から翌日の始業時刻までの
間に、８時間から11時間（原則11時間）
のインターバルを確保

	 〇連続勤務の禁止
７日以上の連続勤務となる超過勤務命令や
週休日の変更を原則禁止

（４）	実施時期
	 平成31年４月1日から


